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1979年 日産自動車（株） 入社 材料研究所 配属

プラスチック部品の研究開発
プラスチック部品設計のための技術開発など
主に研究開発業務が中心

1993年 技術開発センター（生産部門）へ異動
成形加工シミュレーションの社内適用定着化など
主に解析技術の生産現場での適用開発

1996年 金沢工業大学へ着任

自己プロフィール



樹脂材料概論

高分子材料とは プラスチック
ゴム
合成繊維 を含む

高分子材料の歴史 1492年コロンブスアメリカ大陸発見時
ハイチ島の原住民がゴム樹液を固め
ゴムボールで遊んでいた

1928年 ドイツでブタジエンゴムの工業化
第一次、第二次世界大戦後、合成化学が飛躍的に
進歩

現在 高分子材料の歴史は100年未満 未知なことが多い



熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂

熱可塑性樹脂 温度上げると軟化し、
さらに上げると、液体状となる。
可逆反応
リサイクルに優れる

熱硬化性樹脂 温度上げると軟化し、
さらに上げると、反応し個体となる
不可逆反応
リサイクルに向かない



各種プラスチックの特性

「基礎機械材料学」 朝倉書店より引用



ポリエチレン ポリプロピレン

塩化ビニル

代表的な熱可塑性樹脂の構造式

ポリプロピレン



エポキシ樹脂

フェノール樹脂

代表的な熱硬化性樹脂の構造式



「基礎機械材料学」 朝倉書店より引用



エンジニアリングプラスチック（エンプラ）
・引っ張り強度が49MPa以上
・衝撃強さが59J/m以上
・耐熱性が100℃以上

「基礎機械材料学」 朝倉書店より引用



代表的な成形方法 射出成形法

「基礎機械材料学」 朝倉書店より引用



「基礎機械材料学」 朝倉書店より引用

射出成形品と金型

その他の成形法 ブロー成形
プレス成形



射出成形法による代表的な工業製品 自動車用バンパー
インパネ

CD DVD ブルーレイ

ブロー成形法による代表的な工業製品 自動車用ガソリンタンク
各種タンク

飲料用ペットボトル

圧縮成形による代表的な工業製品 CFRP構造体
駅用いす（ベンチ）



構造事例（３） 自動車



排ガス低減（燃費向上）のための方策

・ エンジンの効率向上

・ 駆動系の効率向上

・ 走行抵抗低減

・ 軽量化



樹脂による軽量化

スチールからの単なる置き換え

樹脂に置き換えることのメリット

加工プロセスの減少
によるコストメリット



プラスチックスと部品価格

素材単価（Kg単価） 鉄は90円

プラスチックスは300円～10000円

演習: 単価だけを考えると、プラスチックの使用は

ありえないのではないか？

ではなぜプラスチックが製品として用いられているか

考察してみよ。



３． プラスチック材料による軽量化適用事例

a. 樹脂製ターボチャージャ インペラー



ターボチャージャのカットモデル
インテーク（右側） エグゾースト（左側）

http://ja.wikipedia.org/wiki/より

http://ja.wikipedia.org/wiki/


樹脂製ターボチャージャーインペラー

材料 ＣＦＲＰ（カーボン繊維強化プラスチック）
材料単価 約30000円/kg

Q. 自動車の単価からして成立するか?

製造法 射出成形法

従来成形法 アルミ鋳造法



従来品の作り方（アルミ製インぺラー）

１） 図面に従って､オス型＃１を製作
２） オス型＃１より常温硬化ゴムでメス型＃１を製作
３） メス型＃１からこれと接着しない常温硬化オス型

＃２を製作
４） オス型＃２より石膏でメス型＃２を製作

（インペラー1個につき１個）
５） メス型＃２にアルミ溶湯を流し込む
６） 超音波振動により石膏を分解
７） 接合部シャフト穴等を切削加工



樹脂製インペラーの製造方法



３． プラスチック材料による軽量化適用事例

b. 樹脂製ガソリンタンク



３． プラスチック材料による軽量化適用事例

c. 樹脂製バンパー

射出成形により製造

国内生産の９９％



３． プラスチック材料による軽量化適用事例

d. 樹脂製リーフスプリング



軽量化技術のキーポイント

（１） 機能的には、１部品、１部材で多機能化・多目的化
を図ること

（２） 構造的には、骨格化、板・殻化・トポロジー化を
図ること

（３） 材料・組織的には、異方性の利用



主な研究分野

写真は金沢工業大学
ものづくり研究所（石川県白山市）

射出成形CAEの精度向上

射出成形品の
そり低減に関する研究
表面精度向上に関する研究
繊維配向に関する研究

等々


